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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 2 0
1 0 0 0 3 5 2 2 0 1 3 4 2 0 0 0
3 * 0 0 3 7 4 5 0 0 2 2 4 4 3 0
5 0 0 3 0 1 2 2 0 0 1 1 0 0 0 0
7 0 0 0 1 1 0 0 3 0 0 0 1 0 0 0
10 * 0 0 2 3 0 0 3 0 0 0 2 0 1 0
12 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 1 0 0
15 0 0 0 0 1 0 0 1 0 2 2 0 0 0 0
20 0 0 0 2 4 2 2 1 1 3 4 0 0 0 0
24 * 0 1 5 6 2 2 4 2 6 8 2 1 0 0
29 0 0 0 1 2 0 0 1 1 3 4 0 0 1 0
30 * 1 7 11 19 6 7 1 0 1 1 1 0 0 0
33 * 0 0 5 11 6 9 1 9 11 20 1 0 0 1
56 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 1 2 3 6

1 12 33 61 25 31 15 15 35 50 14 6 7 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 0 2 8 1 2 0 1 4 5 1 0 0 1
2 0 0 2 0 2 0 0 2 1 0 1 0 1 0 0
3 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 2 0 0 0 0
5 * 0 0 3 6 2 5 3 1 3 4 0 0 1 0
6 0 1 3 0 3 0 0 2 0 0 0 0 0 2 0
10 0 3 8 4 9 0 0 2 1 3 4 1 1 0 0
11 * 0 1 1 3 0 0 1 1 3 4 3 4 1 0
16 0 0 0 2 6 0 2 4 2 1 3 3 0 0 0
22 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
31 0 0 0 1 3 1 1 3 0 1 1 1 0 1 0
33 * 2 3 6 13 1 2 2 2 2 4 0 0 1 0
34 * 2 5 1 6 2 2 2 0 1 1 2 1 0 0

0 2 4 6 8
8 23 20 60 7 14 22 12 23 35 11 8 6 1

平成27年度関西学生バスケットボール選手権大会

RATE 34.8% 33.3% 50.0%

Team / Coach: 尾崎　勇太 -
合　　　計 71 200

井上 諒汰 10 31

梶原 聖大 3 8
小川 健太 19 29

大澤 仙斎 4 13
伊藤 大暉 0 4

福澤 晃平 17 28
森田 雄次 2 19

石野 渉生 8 15
宮内 俊哉 3 7

岸 貴耶 0 8
宮尾 和輝 0 5

ST BS MIN

柴田 恵宗 5 33

２Ｐ ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS

関西大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ

合　　　計 94 200
RATE 8.3% 54.1% 80.6%

0 - -
Team / Coach: 鳥　和成

重本 和毅 16 32
近石 泰成 0 3

中田 雄 2 13
橋本 卓哉 31 28

井福 普太郎 6 7
前山 卓矢 12 20

堤 昴大 1 5
田中 将己 0 7

宮本 文哉 2 8
志方 恵一 4 18

杉谷 龍也 10 27
大原 俊祐 2 8

BS MIN

篠原 敏希 0 16
木下 真吾 8 8

ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS ST

男子 下位決定戦 勝チーム

記録 関西学生バスケットボール連盟

大阪経済大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ ２Ｐ

試 合 日 2014.05.03
大阪経済大学

試合ＮＯ 55
戦評
【総括】ゴールデンウィーク3連戦も中盤2日目、5～8位決定戦の2試合目。昨年度リーグ戦で惜しくも2部リーグに降
格してしまった関西大学と、晴れてめでたく1部リーグ昇格を果たした大阪経済大学といった対極なチームの互いに
負けられない試合となった。序盤から激しい点の取り合いで持ち味を存分に発揮し合うものとなる。大経大が速い展
開のバスケットで何度か流れに乗ろうとするも関西大はアウトサイドシュートを中心にリードを広げさせない。試合が
動いたのは第3ピリオドだった。#30橋本の持ち味である爆発的な得点能力が発揮され頭一つ抜け出す。関西大は
チームの大黒柱である#10福澤が意地を見せ追撃するも、後半から調子を上げてきた大経大インサイド陣の前に歯
が立たず。大経大が94-71で勝利した。
【第1ピリオド】まずはじめに流れを掴んだのは関西大。＃33小川が綺麗なジャンプショットを沈めると続けて#34井上
がドライブからファールを貰いフリースローをしっかり2本決める。対する大経大、序盤は少しタンオーバーが目立っ
たが#3杉谷がパスカットから速攻、最後は落ち着いてアシストし大経大ベンチを沸かせたのを皮切りにその後もファ
ストブレイクで得点を稼ぐ。互いに一進一体の攻防を繰り広げ19-15関西大リードで第1ピリオド終了。
【第2ピリオド】関西大＃1木下が素早いドライブからレイアップで流れを作ると、#30橋本がスリーポイント・ワンマン速
攻と持ち前の高い得点能力で立て続けに攻め立て流れをものにする。するとたまらずタイムアウトを請求した関西大
はタイムアウト明けから#2岸を投入し流れを引き戻しにかかる。が、なかなか思うようにオフェンスを展開できない。じ
りじりと離されていくかと思われたが#16大澤がカットインから上手くパスをもらい得点するなどして繋げ、流れを大経
大に渡さない。これといった決め手がないまま37-36関西大リードで前半を折り返す。
【第3ピリオド】大経大#30橋本がポンプフェイクで敵を引出し華麗なフローターシュートを沈めて得点。その後も#30
橋本は続けて3連続得点し大経大オフェンスに火をつける。この苦しい展開を打開したい関西大は#10福澤を中心
に懸命に攻め立てるも最後のシュートを決めることができず徐々に点差を広げられ始める。さらにここで相手をたた
いておきたい大経大は3-2のゾーンディフェンスにスイッチ。それがはまりこの試合最大20点リードを奪う。試合終了
間際に関西大#10福澤が意地のジャンプショットを沈めて点差を縮め60-42で大経大リードで最終ピリオドを迎える。
【第4ピリオド】関西大＃34小川がドライブから力強いシュートで得点し流れを掴みかかるが、それを許さない大経
大。#3杉谷が素早いドライブからレイアップシュートでバスケットカウント。アンドワンもきっちりと沈め関西大の追撃を
許さない。更にはインサイド陣がリバウンド・力強いシュートなどでゴール下を掌握。攻守ともに一気に勝利を引き寄
せる。最後まで諦めない関西大は#10福澤が3Pシュートなどで勝利への執念を見せるも後半から勢いで勝った大経
大が94-71で勝利し、5・6位決定戦へと駒を進めた。

主審 田中　智也 副審 細見　竜太 戦評

71 94

敗チーム

関西大学

木村　太亮(関西学連)

開始時間 11:50
会　　場 東淀川体育館
コ ー ト


